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プのつぶれ方 (磁場による磁化の値の変化)が sG と比べて非常に小さい､(2)MZfCの
T=0への外挿値が M訳二≠o(sGでは M訳二ゴ)､などの違いが明らかとなった｡このことか
ら､LixZn._xV204におけるsG-1ike相では一部のスピン (成分)のみがsG的に振舞っている
ことが予想される｡
以上の様に磁気的振舞いに違いが生じている原因として､SG物質と幾何学的フラストレ
ーション系物質とではフラストレー ションの起源が違う､LⅣ 204が重い電子系物質である､
などが考えられる｡今後､これらの点を解明するためにさらに研究を進めていく計画である｡
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